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クラウド／セキュリティスペシャリストを
輩出するモデルを創る
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自己紹介

平野 恭祐 (Hirano Kyosuke)

株式会社パソナテック
社内：DX戦略本部 ITサービス事業部 事業部長
社外：JTAG 企画運営統括委員

◆保有資格
ITパスポート、情報セキュリティマネジメント、宅地建物取引主任者

◆略歴
大学では国際関係学を専攻、グローバルNPO活動に参画、
2010年パソナテック（新卒）入社。
大手通信キャリア業界を中心としたHR、アウトソーシングサービスのセール
スおよびセールスマネージャーを経験後、現職。セールス兼技術部門の責任者
として現在はDX事業の企画推進、総合職とエンジニアの人財開発に注力

出身地：群馬県
趣味：旅、VR
好きな言葉：Give&Give
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2部講演内容について

✓ 所属事業部概要およびBeforeコロナでの雇用形態別、人材開発につい
て冒頭お伝え致します

✓ With/Afterコロナでデジタルを活用した「人材開発戦略（誰をどのよ
うに育成するか）」の取り組みをご紹介いたします

✓ さいごに「人材をどのように活かし、お客様の事業成長を加速させる
か」をテーマにお話しをいたします





パソナテックアウトソーシングサービス



パソナテックDXサービス

DXサービス
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デジタルトランス
フォーメーション

デジタルトランス
フォーメーション

デジタルトランス
フォーメーション

デジタルトランス
フォーメーションAIチェック

業務改善プラットフォーム導入

アプリ/システム企画開発

データ/IoT活用

デジタルトランス
フォーメーションERP(SAP S/4 HANA)導入

解決する課題 業界/部署

デジタルトランス
フォーメーションビジネスデザイン

デジタルトランス
フォーメーション

デジタルトランス
フォーメーション

デジタルトランス
フォーメーション

デジタルトランス
フォーメーション

デジタルトランス
フォーメーション

デジタルトランス
フォーメーション

属人的なチェック業務が多く、ITを
活用して自動化したい

紙やオフィス系ソフトで作成された
業務データが社内に分散し整理不能

新サービスを作りたいが、IT知見
やリソースが不足し形にできない

データドリブン環境を構築したいが、
自社に合うアプローチが分からない

テストケースやデータの作成に
膨大な工数がかかっている

企画フェーズから社外の知見を取り入
れ、新ビジネス(プロセス)を創りたい

デジタルトランス
フォーメーション

デジタルトランス
フォーメーション

デジタルトランス
フォーメーション

デジタルトランス
フォーメーション

デジタルトランス
フォーメーション

デジタルトランス
フォーメーション

製造(自動車)/商社

EC/流通/飲食

営業/総務/人事

WEB広告/人材
建築(建設)/製造

製造

事業開発担当者

アプローチ

デジタルトラン
ス

フォーメーショ
ン
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ITサービス事業部の特徴サマリ

・営業&技術部門＝製販一体体制

・クラウドインフラ、セキュリティ関連の
サービス提供が強み

・教育研修は全社共通/事業部独自企画運営

・顧客課題、サービスの多様化により
人材開発が喫緊の課題



Beforeコロナにおける人材開発



Beforeコロナにおける人材開発事例①

80名雇用創出

底上げ型



Beforeコロナにおける人材開発事例②

70名雇用創出

底上げ型



Beforeコロナにおける人材開発事例③

エース選抜型

◆スクラム開発研修

◆ビジネスデザイン思考研修

◆ビジョン構想研修

◆仮説提案研修



With/Afterコロナにおける人財開発の取り組み



With/Afterコロナにおける組織の課題

・非接触を前提としたカリキュラム開発
・早期戦力化のための実践型カリキュラム
・参加者の動機付け
・スキル習得後の認定、評価、フォローアップ

従

来

新
た
な
課
題

・受注案件への人財供給力、サービス品質向上
・底上げ/エース選抜、両軸での人財開発



With/Afterコロナにおける人材開発の課題と取り組み

・非接触を前提としたカリキュラム開発
・早期戦力化のための実践型カリキュラム

自社開発

パートナー企業様

特徴

◆高度スキル保有者の工数確保が必要だが、外部調達より安価
◆全社共通基礎研修は自社トレーナーで可能、専門研修は工数不足で困難
◆カリキュラムをゼロから開発すると、立ち上げまでのリードタイムが長い

◆内製よりもコストは若干かかるが、早期に立ち上げが可能
◆全社共通研修で基礎、エッジを利かせたコンテンツはパートナー様活用
◆高い品質と汎用性。当社クライアント様と共通言語/スキルでPJ進行可能



With/Afterコロナにおける人材開発の課題と取り組み

・事業部主導の人財開発の取り組み
・参加者の動機付け

取り組み

取り組み

■クラウドインフラエンジニアの育成
お客様の課題を抽出し解決できる業務能力を備え、AWS, Microsoft Azure, 
GCPといったパブリッククラウド、各企業が持っているプライベートクラウド
等、様々なクラウドシステムをキャッチアップ。
最適な実装、運用ができるエンジニアの上位レイヤーへのシフトを可能にする。

■セキュリティスペシャリストの育成
複雑で複合的なシステムが増える中、システム全体のセキュリティの向上のた
め、セキュリティリスクを分析し、総合的に解決できる業務能力基盤を備える。

ー実践型ー



取り組み ◆CompTIA－Lab活用により資格取得を目指し、働きながら「基礎力」「実践力」を身に付ける
◆その後はクライアントの需要、本人の志向性に合わせて技術を習得、「応用力」「高度技術力」を高める

With/Afterコロナにおける人材開発の課題と取り組み

・事業部主導の人財開発の取り組み
・参加者の動機付け



With/Afterコロナにおける人材開発の課題と取り組み

業務責任
市場価値

給与

高

高

対象

パソナテックPTSS

・事業部主導の人財開発の取り組み
・参加者の動機付け



With/Afterコロナにおける人材開発の課題と取り組み

参考）サイバーセキュリティスペシャリスト育成プログラム
https://www.pasonatech.co.jp/search/feature/detail.html?p=1606

働きながら技術を磨き
習得した技術は講師としてOP

↓
スペシャリストとして

市場価値を高める

人財開発
カリキュラム

お客様
プロジェクト

OJT

技術向上
コミュニティ



・スキル習得後の認定、評価、フォローアップ（セキュリティスペシャリスト）

With/Afterコロナにおける人材開発の課題と取り組み

セキュリティに関係するあらゆる人材に対して精度の高い見える化を実現し実力値を認定する。これにより、効果的で効率的な
育成と、必要とされるセキュリティ業務への適材適所がなされることで、社内外における良循環の人材流動化を促進していく。

トレーニングや
学習を提示

認定企業・組織・団体 ■ブラッシュアップ人材
すでにセキュリティ関連業
務に携わっている人材

■キャリアシフト人材
セキュリティ以外のITあるい
はIT以外の業務に携わって
きた人材

■シニア人材
PマークやISMS取得、組織
のセキュリティマネジメントなど、
過去に専門ではなくてもセ
キュリティ関連業務に携わっ
ていた経験豊富な人材

■新素材（学生）
その他etc….

自社社員登録

個人
登録

アセスメントツール
での可視化

出典：（一財）JTAGセキュリティスペシャリストの見える化/エコシステム構築



・スキル習得後の認定、評価、フォローアップ（セキュリティスペシャリスト）

With/Afterコロナにおける人材開発の課題と取り組み

テクノロジー

スキル

メソトロジー

スキル
関連知識

F: 人（セキュリティに携わる上での、基本的な「人」としての信頼度）

A: テクニカルスキル

B: 各種資格

C: 研修・講義等受講履歴

D: タスク/業務実力　(業務経験）

E: コンピテンシー（ヒューマンスキル/コンセプチャルスキル）

能力診断
Capability Assessment 
for Digital Security

適性資質・行動特性診断
Competency Assessment

●能力診断の部分（A～D）
・SecBokやiCD、ITSSをベースに組み立て。
・技術要素に偏ることなく広範囲のスキルについて指標を置き、多岐に渡るセキュリティ関連業務に対して対応。

●適性資質・行動特性診断の部分（Ｅ～Ｆ）
・能力診断部分との相関分析により、より適材適所の参考情報の提供（計画中）

見える化の指標



With/Afterコロナにおける人材開発の課題と取り組み

＜例＞わが社ではセキュリティ緊急対応チームを編成する予定。
既存のシステム部門からの予定メンバー4人で機能するか？外部調達が必要か？どんなスキル？

4人合わせたチャート
業務を遂行するためのチーム
機能としてのスキル定義

◎×△部門のAさんに支援
依頼しよう！

◆◆●○会社に業務委託で人材支援依頼しよう！

（表はイメージです）

活用例）組織やチーム、プロジェクト編制などへの人員調達、配置の活用



本取り組みの社会的意義

何故パソナテックがやるのか？



本取り組みの社会的意義

出典：ITmedia https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2007/29/news040.html



本取り組みの社会的意義

出典：総務省 テレワークガイドライン
日本経済新聞 電子版

⇒社会課題解決に必要な専門人財を増やすことがパソナテックの使命



本取り組みの社会的意義

⇒「社会課題解決に必要な専門人財を増やす」

企業様・組織・団体

トレーニングや
学習を提示

認定

スキルアセスメント

出典：（一財）JTAG

■ブラッシュアップ人財

■キャリアシフト人材

■シニア人材

■新素材（学生）
その他etc….

人財の採用/開発
サービス設計/提供

共にエコシステム構築をしていただけるパートナー様を探しています



本日のサマリ

◆デジタル人財開発のアプローチ方法

◆人財を活用した「共創」の取り組み

◆事業部主導による人財開発の事例

◆パートナー企業様との共創、
人財開発による社会課題解決
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２
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＜お問い合わせ先＞

株式会社パソナテック
DX戦略本部/石川大祐

dishikawa@pasona.tech

DX戦略本部ITサービス事業部/平野恭祐
khirano@pasona.tech


